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池田 幸弘 教授 略歴・主要業績

＊ 2025年 3月31日をもって慶應義塾大学
経済学部を定年退職するのにともない，
本学会を退会する会員の略歴・主要業績を
次頁以下に掲載します。

本誌編集委員会
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池田 幸弘 教授 略歴・主要業績

学歴・学位取得

1982年 3月 慶應義塾大学経済学部卒業

1984年 3月 同大学経済学研究科修士課程修了

1989年 3月 同研究科博士課程単位取得退学

1992年 4月 1994年 3月 福澤基金により留学。ホーエンハイム大学において研究に従事

1994年 7月 経済学博士（Dr. oec）をホーエンハイム大学にて取得

職歴

1989年 4月 1995年 3月 慶應義塾大学助手（経済学部）

1995年 4月 1997年 3月 慶應義塾大学専任講師（経済学部）

1997年 4月 2004年 3月 慶應義塾大学助教授（経済学部）

2004年 4月 現在 慶應義塾大学教授（経済学部）

2004年 4月 現在 大学院経済学研究科委員

2007年 4月 2008年 3月 ウィーン経済大学において在外研究

2011年 10月 2017年 9月 慶應義塾大学通信教育部長

2017年 10月 2021年 9月 慶應義塾大学経済学部長

2021年 10月 現在 慶應義塾常任理事（兼務発令）

学内委員歴

2000年 10月 2002年 9月 経済学部図書委員会委員長

1995年 10月 現在 大学アートセンター所員

1996年 10月 現在 福澤研究センター所員（兼担）

1997年 12月 1998年 10月 三田メディアセンター協議会委員

2001年 10月 現在 大学アートセンター運営委員

2002年 6月 2003年 9月 経済学部基本構想検討委員会委員

2003年 11月 2007年 3月 『近代日本研究』編集委員
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2004年 4月 2007年 3月 三田評論編集委員

2008年 4月 2009年 9月 三田評論編集委員

2009年 10月 2011年 9月 経済学部運営委員

2009年 10月 2011年 9月 通信教育部代表学務委員（経済学部）

学外委員・学会における役職等

経済学史学会幹事，同学会常任幹事，教科用図書検定調査審議会臨時委員（文部科学省），公益財団法人私立

大学通信教育協会理事，History of Economics ReviewのBoard Memberなどを歴任．2009, 2010, 2012,

2023年にはハレ大学日本学講座で集中講義を行なった．

業績

1. 欧文単著

Die Entstehungsgeschichte der Grundsätze Carl Mengers, Scripta Mercatura, St. Katharinen, 1997.（上

記学位論文に加筆と修正を施したもの）

2. 日本語による共編著

『経済思想にみる貨幣と金融』池田幸弘・大友敏明・佐藤有史編著，三嶺書房，2002年．

『近代日本と経済学 慶應義塾の経済学者たち』池田幸弘・小室正紀編著，慶應義塾大学出版会，2015年．

3. 欧文による共編著

Austrian Economics in Transition: From Carl Menger to Friedrich Hayek, edited by Harald Hagemann,

Tamotsu Nishizawa and Yukihiro Ikeda, Palgrave Macmillan, New York, 2010.

Subjectivism and Objectivism in the History of Economic Thought, edited by Yukihiro Ikeda and Kiichiro

Yagi, Routledge, London and New York, 2012.

War in the History of Economic Thought, edited by Yukihiro Ikeda and Annalisa Rosselli, Routledge,

London, 2017.

4. 日本語による学術論文

「ハイエクの個人主義論 メンガーとの関係を中心に」『三田学会雑誌（慶應義塾経済学会）』79（1）, 102–117,

1986年 4月．

「ハイエクとワルラス体系 評価と展望」『三田学会雑誌』80（1）, 56–67, 1987年 4月．
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「ヴィーン大学講義目録におけるオーストリー学派」（八木紀一郎との共筆）『経済論叢（京都大学）』140（1/2）,

89–104, 1987年 8月．

「メンガー『国民経済学原理』の学史的位置付けについて ロッシャーとの関係を中心に」『三田学会雑誌』

82特別号（I）, 254–269, 1990年 3月．

「メンガー『方法論』におけるスミス解釈について」『三田学会雑誌』83（4）, 910–925, 1991年 1月．（後に加

筆と修正を施して，つぎの形で英文化した．“Reception of Smithian Economics in German-speaking

Areas: Carl Menger and Bruno Hildebrand”, in: Keio Economic Studies, 49, 1–17, 2013.）

「オーストリア学派」（八木紀一郎との共筆），『経済学史 課題と展望』経済学史学会編所収，九州大学出

版会，204–208, 1992年．

「ハイエクと制度進化の経済学」『経済学史学会年報（経済学史学会）』34, 40–52, 1996年．

「ギャレット・ドロッパーズの経済学」『近代日本研究（慶應義塾福澤研究センター）』14, 256–282, 1997

年．（上記の『近代日本と経済学 慶應義塾の経済学者たち』に再録．また，ドイツ語版としてつ

ぎがある．“Garrett Droppers: Wie wurde die Finanzwissenschaft an der japanischen Universität

gelehrt? Einflüsse der deutschen Nationalökonomie in Japan”, in: Heinz D. Kurz (Hrsg.) Studien

zur Entwicklung der okomischen Theorie, XXVII, Duncker und Humblot, Berlin.)

「ワーグナーの財政思想」西沢保・服部正治・栗田啓子編『経済政策思想史』167–179, 有斐閣，1999年．

「メンガー『原理』成立史研究とメンガー文庫」『社会科学古典資料センター年報（一橋大学）』19, 23–27,

1999年．

「カール・メンガー」（東清二郎との共筆），尾近裕幸・橋本努編『オーストリア学派の経済学』所収，39–62,

日本経済評論社，2003年．

「フリーバンキング論 ホワイト，セルジン」尾近裕幸・橋本努編『オーストリア学派の経済学』所収，

223–244, 日本経済評論社，2003年．

「小泉信三研究序説 『青年小泉信三の日記』を中心に」『三田商学研究（慶應義塾商学会）』48（5）, 1–21，

2005年 12月（これを英文化したものが，“Shinzo Koizumi: A Japanese Economist’s Encounter with

the West”, in: History of Economics Review, 44（1）, 2006, February. また，韓国語版が「고이즈미

신조（小泉信三）의 서구 체험 | 이케다 유키히로（池田幸弘）-청년 고이즈미 신조의 일기」를 중심으

로-」というタイトルで，以下の論文集において所収．한국 사회의 근대적 전환과 서구‘사회과학’의

수용, 2013）

「小泉信三 「秩序ある進歩」 の経済思想」大森郁夫編『日本の経済思想 1 』経済思想，第 9巻所収，265–299，

日本経済評論社，2006年．

「『三田学会雑誌』百年史 戦時から現在に至るまで」『三田学会雑誌』100（1），169–204，2007年．
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「福澤諭吉とアート 奢侈・進歩史観・フェミニズム」Booklet 17，『福澤諭吉と近代美術』（慶應義塾大

学アート・センター）17，126–136，2009年 3月．

「第 3章 数理的方法と限界分析の端緒的試み」田村信一・原田哲史編『ドイツ経済思想史』所収，71–100，

八千代出版，2009年．

「ドイツ語圏における交換理論の発展 ヘルマン・ハインリッヒ・ゴッセンとカール・メンガー」『三田学

会雑誌』103（1），73–90, 2010年 4月．（丸山徹編『経済学のエピメーテウス 高橋誠一郎の世界を

のぞんで』163–185, 知泉書館，2010年に同じタイトルの論文として再録）

「小泉信三の筆記ノート 堀江帰一 「財政学」 筆記ノートを中心に」『近代日本研究』（特集 小泉信三没後

五〇年）33，1–20，2017．

5. 欧文による学術論文

Economic Courses at the Vienna University, 1849–1944, coauthored with Kiichiro Yagi, Kyoto Univer-

sity, Working Paper (Kyoto University), vol. 1, 2, 1988.

“Roscher’s Grundlagen in the History of Economic Thought”, in: Journal of Economic Studies, 22(3/4/5),

209–220, 1995.

“Carl Menger in the 1860s: Menger on Roscher’s Grundlagen”, in: New Perspectives on Austrian

Economics, ed. by Gerrit Meijer, 25–39, Routledge, London, 1995.

“Der Einfluss der deutschen ökonomischen Schulen in der modernen japanischen Nationalökonomie, am

Beispiel von Kanju Kiga, Ökonom der Keio Universität”, in: Hohenheimer Themen (Universität

Hohenheim, Institut für Kulturwissenschaften Archiv der Universität, Scripta Mercaturae Verlag)

5, 75–89, 1996.

“A Lecture Notebook of Wilhelm Roscher with Special Reference to His Published Works”, in: The

German Historical School: The Historical and Ethical Approach to Economics, ed. by Yuichi

Shionoya, 35–53, Routledge, London, 2000.

“Hermann Heinrich Gossen: a Wirkungsgeschichte of an Ignored Mathematical Economist”, in: Journal

of Economic Studies, 27(4/5), 394–415, 2000.

“Die deutsche Nationalökonomie und Japan: Spur der Berliner Ökonomen in Japan”, in: Historische

Schulen hrsg. von Jürgen Backhaus, 112–121, LIT Verlag, Münster, 2005.

“Léon Walras and the English Classical School: Walras’s Production Theory Revisited”, in: From

Walras to Pareto, ed. by Jürgen Backhaus, 37–49, Springer, N. Y., 2006.

“Carl Menger’s Monetary Theory: A Revisionist View”, in: European Journal of History of Economic
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Thought, 15(3), 455–473, 2008.

“The German Historical School: Toward the Integration of the Social Sciences”, in: The History of

Economic Thought, 50(1), 79–95, 2008, July.

“Menger’s Attempt to Revise his Grundsätze: An Aborted Trial”, published as Digital Library of Carl

Menger Collection (Center for Historical Social Science Literature, Hitotsubashi University), 2011.

(https://chssl.lib.hit-u.ac.jp/en/collection-2/menger/digi_menger/essay_ikeda/)

“The development of economic theories in Germany: from Karl Heinrich Rau to Wilhelm Roscher”,

in: The Dissemination of Economic Ideas, ed. by H. Kurz, T. Nishizawa and K. Tribe, 87–107,

Edward Elgar, Cheltenham, 2011.

“Friedrich Hayek on Social Justices: Taking Hayek Seriously”, in: History of Economics Review, 57(1),

32–46, 2013.

“From New Liberalism to Neoliberalism: Japanese Economists and the Welfare State Before the 1980s”

(coauthored with Tamotsu Nishizawa), in: Liberalism and the Welfare State, edited by Roger E.

Backhouse, Bradley W. Bateman, Tamotsu Nishizawa, and Dieter Plehwe, 75–97, Oxford Univer-

sity Press, New York, 2017.

6. 解説・解説的論文・解題

「諸国民の富についての本質的原理の解説。スミスその他の若干の誤った理論にたいする反論」『塾』29（4），

1991年 8月．

「経済学の潮流（下）（シリーズ 義塾の 20世紀）」『三田評論（慶應義塾）』1019，32–38，1999年 12月．

「慶應義塾の経済学 幕末から戦後まで」『福澤先生没後百年記念 慶應義塾の経済学』（三島憲之との共筆）

iii–xxxviii，2001年 1月．

「高橋誠一郎旧蔵書について」『MediaNet（慶應義塾大学メディアセンター本部）』16, 68–70，2009年 9月．

「解説 ハイエクとケインズの相克」『ハイエク全集 II-8 資本の純粋理論 I 』春秋社，285–293，2011年．

「翻訳史のなかの経済書」慶應義塾大学編『文明のサイエンス 人文・社会科学と古典的教養』慶應義塾

大学出版会，227–256，2011年．（後にその後半部分を同名の論文として加筆修正の上、つぎの形で再

録．『福澤諭吉年鑑 特集 小幡篤次郎』47，95–107，2020年所収．）

「講演録 福澤諭吉とギャレット・ドロッパース 大学部開設百二十五年に寄せて」『三田評論』1198，

40–48，2016年 3月．

「講演録 福澤諭吉と経済という言説 新旧両理念のはざまで」『三田評論』1252，2021年 2月．(https://

www.mita-hyoron.keio.ac.jp/other/202102-1.html https://www.youtube.com/watch?v=g33BhUp
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VkBk)

「解題 英氏経済論」（西沢直子との共筆）『小幡篤次郎著作集』第二巻所収，福澤諭吉協会・慶應義塾，

2023年．

「解題 福田徳三の経済原論」『福田徳三著作集』第二巻所収，福田徳三研究会編，2024年．

7. 事典などへの寄稿

『福澤諭吉事典』福澤諭吉事典編集委員会，慶應義塾，2010年にはつぎの項目を寄稿：生産道案内，英氏経

済論，ウェーランド経済書講述記念日．

『慶應義塾史事典』慶應義塾史事典編集委員会，慶應義塾，2008年にはつぎの項目を寄稿：ドロッパーズ，

ギャレット，ウェーランド，フランシス，ウェーランド経済書講義，理財学会，三田学会雑誌，経済学

部ハイド賞，ヴィッカース，エノック．

8. 追悼記事

“In Pursuit of Excellence: The Demise of Professor Yuichi Shionoya (1932–2015)”，『経済学史研究』58

（1），149–152，2016年 7月．

9. 書評

八木紀一郎『オーストリア経済思想史 中欧帝国と経済学者』（名古屋大学出版会，1988年）『日本ドイ

ツ学会ニュース（日本ドイツ学会）』（8），61–63，1989年 6月．（加筆を施した上で，つぎの形で再録．

『三田学会雑誌』82（2），408–411，1989年 7月．）

Raimondo Cubeddu, The Philosophy of the Austrian School, Routledge, 1993『経済学史学会年報』33，

173，1995年 5月．

J. J. Krabbe, Historicism and Organicism in Economics, Kluwer Academic Publishers, 1996『経済学史

学会年報』35，193–194，1997年 11月．

八木紀一郎『近代日本の社会経済学』『学鐙（丸善）』96（12），44–47，1999年 12月．

江頭進『F・A・ハイエクの研究』『経済学史学会年報』38，186–188，2000年 11月．

G. R. Steel, Keynes and Hayek: Money Economy, Routledge, 2001. 『経済学史学会年報』42，147–148，

2002年 11月．

Helen M. Hopper, Fukuzawa Yukichi 『学鐙』102（3）, 50–51，2005年 9月．

Yagi, Kiichiro, Austrian and German Economic Thought: From Subjectivism to Social Evolution『経済

学史研究』54（1）, 122–123，2012年 7月．
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「『学問のすすめ』英文新訳の刊行」『福澤手帖（福澤諭吉協会）』155，11–14，2012年 12月．

小林純『ドイツ経済思想史論集 I, II』『歴史と経済（政治経済学・経済史学会）』228，68–70，2015年 7月．

「桂木隆夫編『ハイエクを読む』（ナカニシヤ出版，2014年）をめぐって」『関西大学経済論集（関西大学経

済学会）』65（2），87–93，2015年 9月．

10. 翻訳

ゴッセン著『人間交易論』日本経済評論社，2002年．

ベルトラム・シェフォールト「ブルーノ・ヒルデブラント 自由主義的経済学者の歴史的視角」『文明の

サイエンス 人文・社会科学と古典的教養』慶應義塾大学所収，2011年，翻訳担当範囲：287–328．

ハイエク全集 II–2『貨幣論集』池田幸弘・西部忠訳，春秋社，2012年．

ジェリー・Z．ミュラー著『資本主義の思想史 市場をめぐる近代ヨーロッパ 300年の知の系譜』東洋経

済新報社，2018年．

11. 国内における学会報告（抜粋）

ハイエクとワルラス体系 「経済学と知識」と『資本の純粋理論』をめぐって 経済学史学会大会（早稲

田大学），1986年 11月

ペーター・ミシュラーの経済学 メンガー方法論との関係を中心に 経済学史学会関東部会（青山学院大

学），1994年 12月

カール・メンガー『国民経済学原理』の成立 経済学史学会関東部会（明治大学），1999年 2月

メンガー・経済的自由主義・自生的秩序論 経済学史学会大会（関西学院大学），2001年 11月

“On Handwritten Notes of Menger in His Grundsätze der Volkswirtschaftslehre”，国際会議：カール・

メンガーと自由主義の歴史的諸相，一橋大学社会科学古典資料センター，2004年 12月

フリードリッヒ・ハイエクの経済自由主義 古典的自由主義とリバタリアニズムの狭間で 経済学史学会

大会（小樽商科大学），2012年 5月

ギャレット・ドロッパーズの経済思想 『財政学講義』を中心に 経済学史学会関東部会（立教大学），

2016年 3月

小泉信三の西欧体験 青年小泉信三の日記を中心に 日本経済思想史学会年次大会（愛媛大学），2016年 6

月

福澤諭吉の政治経済思想 フランシス・ウェーランドとの対比を中心に 福澤諭吉協会土曜セミナー（東

京），2017年 11月．
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12. 国外における学会報告（抜粋）

“Carl Menger in the 1860s: Menger on Roscher’s Grundlagen”, Conference on the Austrian School of

Economics, Limburg University, Maastricht, 1992, April.

“Roscher’s Grundlagen in the History of Economic Thought”, 6th Annual Heilbronn Symposion in

Economics and the Social Sciences, Heilbronn, 1994, June.

Hermann Heinrich Gossen: A Wirkungsgeschichte of an Ignored Mathematical Economist, 12th Annual

Symposion in Economics and Social Sciences, Heilbronn, 1999, June.

Léon Walras and the English Classical School: Walras’s Production Theory Revisited, Conference of

the Current Relevance of Léon Walras and Vifreto Pareto and Their Legacy for Modern Political

Economy, Maastricht University, 2001, June.

“Revision of Menger’s Grundsätze”, Séminaire commun CEPERC et GREQAM (C.N.R.S.), Séminaire

de philosophie économique, présentation du Fonds d’archives de Carl Menger conservé au Japon,

dans le cadre du programme de recherches conjoint CEPERC (CNRS)- Université Hitotsubashi

avec le sountien du Ministere de la recherche du Japon piloté pour la partie francaise par G.

Campagnolo (CNRS), Aix-en-Province, 2003 March.

“Carl Menger’s Monetary Theory: A Revisionist View”, 17th Conference of the History of Economic

Thought Society of Australia, Perth, 2004, July.

Shinzo Koizumi (1888–1966): A Japanese Economist’s Encounter with the West, 18th Conference of

the History of Economic Thought Society of Australia, Macquarie University, Sydney, 2005, July.

“Popularisation of Smithian Economics in German Speaking Areas: With Special Reference to Carl

Menger”, European Society for the History of Economic Thought, 10th Annual Conference, Porto,

2006, April.

Friedrich Hayek on Social Justice: Taking Hayek seriously, 11th Annual Conference of the European

Society for the History of Economic Thought, Strasbourg, 2007, July.

The German Historical School: A Way to the Integration of Social Sciences? Brown-Bag-Seminar,

Erfurt University, 2008, February.

Hermann Heinrich Gossen: Theoretical Contributions of a Neglected German Economist, 12th Annual

Conference of the European Society for the History of Economic Thought, Prague, 2008, May.

Garrett Droppers: Wie wurde die Finanzwissenschaft an der japanischen Universität gelehrt? Einflüsse

der deutschen Nationalökonomie in Japan, Verein für Socialpolitik, Dogmenhistorischer Ausschuss,

Berlin, 2008, May
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Carl Menger’s Liberalism Revisited, The 22nd Conference of the History of Economic Thought Society

of Australia (Fremantle Campus of The University of Notre Dame, Australia, 2009, July.

Division of Labor and Economic Development: A Series of Communitarian Interpretation, Annual

Meeting of Italian Association of History of Political Economy, University of Catania, Dipartimento

di Economia e Impresa, 2016, June.
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